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出井雅彦 l・南雲 保2.ちょっと珍しい珪藻2種について

珪藻には多様なJI~ と構造があり，それらを分

類基準として非常に多 くの程が記載されてきた。

最近では走査電子顕微鏡(電顕)を用いた観察に

よって多くの種の微細構造が明らかになり ，光学

顕微鏡(光顕)では認識されなかった新たな分類

形質に基づいた新種や新属の記載も噌えつつあ

る。しかし，出現が稀だったり ，たとえ出現しで

も頻度が低い種も多く，まだまだ電顕による観察

がなされていない種が多い。ここに紹介する 2極

の珪藻 Naviculapseudoscutiformis Husteclt， Navicula 

pusio Cleveもその例で，両極とも今回初めて電顕

観察を行った。

N. pselldoscutiformisは，間違いなく羽状主主謀で

あるが，一見すると中心珪謀と見間違うほど (40

倍以下の対物 レンズの観察ではほぼ雌実に)円形

の殻をもち，最も丸い羽状避藻といえる。本fl¥の

淡水域からも時折報告されており(lL1岸 ・小林

1971，安藤ら [971，南雲 ・長III1982， Watanab巴

& Houki 1988，山Jl11994，Shiono & Jorclan 1995， 

三重野ら 1997)，特に珍しい槌とはいえないが，

いずれの場所でも個体数が少ない。

N. pllsioはCI巴ve(1895)によりニュージーラン

ドの試料を基に記載された種である。この種は

N. pselldoscutifonl1isより稀産であり ，報告例は多

くない(安藤他 1971，水野 ・斉藤 [990，111川1994，

Shiono & JOI由 n[995，三重野ら 1997)。これらの

報告のrl]で両極とも出現するのが，イ1"女ヶ池 (安

藤ら 1971)，黒沢湿原(三重野ら 1997)，槍原i胡

(Shiono & Jorclan 1995)，嘉瀬)11河口 (山川 1994)， 

そして著者が比較的多数の個体を見出した塩原大

沼と尾瀬沼で、ある。嘉瀬川河口は上流からのさま

ざまな流下珪謀が含まれると考えられるので除外

すると，湿原またはその近くの湖招という共通性

が見られ，これらのことから推測すると両種はお

そらく腐植性の弱酸性水域に生育する。次にそれ

ぞれの形態的特徴と分類について述べる。

Navicula pseudosculUormis Husteclt， in Schmiclt el 

al. Atlas， pl. 370， fig. 46. 1930 (図 1-5司 9-14)

殻は広楕円形から円形。小さな個体ほど丸く，

大きい個体では広楕円形。殻長 7.5-17μm，殻l隔

7.5-14.5μm。縦h背は真っ直ぐで，制li或は狭い。た

だし，大形の個体では中央で、丸い小さな中心域を

つくる。条線は全体に放射状で，中央付近では長

短交互し，10μmに20-25本。条線は明瞭な点紋

よりなり ，10μmに約 20個である。

電顕観察から，y投は明瞭な箱形で，平らな殻面

から急に深い殻套に移行する(図 10，11)。縦惜の

外裂椛は真っ直ぐで，"1]心裂は小さな丸いr:1コ心孔

で、終わり，殻端側末端は真っ直ぐ終わり，明瞭な

極裂をもたない(図 10)0lMlt或は内側でややJJ巴厚

し肋状となり，中央でソl、さな丸い中心節となる

(図9，11)。内裂講も其っ直 ぐで，殻端側末端は小

さな ~flò .!:1二舌に終わる 。 11包紋は外側に聞き，内側が

師板で， r~~J塞される(図 1 0- 1 2 ) 。 胞紋の開口は横長

であるが，特に一番ll~h i或に近い ， すなわちそれぞ

|豆11 -5 NavicLlla pseLldoscllliformis Husledl. 6・8NavicLI/;1 pusio Cleveスケール =10 ~1 1ll. 
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|立19-14 NilvicLlla pseLldoscwiformis HuslecJt. 9.殻の全体像 (TEM)スケール =5μ111.10被殻の外国観.スケール =2

ト1111.11.伎の内面H&.スケール=2 ~1111. 1 2. 仰板で I#I ~注された胞紋の内而fω スケール= 1μm . 13師板の取れたJJ包紋

の|人l而itJt スケール=1μ111.14. 41交の，;17れからなる殻;市スケール =1 ~1111 

れの条市ilの中央1J!1Jの一つ自の胞紋のIJFJ口が最も横

長である(1豆19，10)。内世[IJから見ると仰板に被わ

れた胞紋は，ひとつひとつの仕切りが不明瞭で、，

まるで一本の長い長胞のように見える(図 11)。
しかし拡大して見ると，いくつにも仕切られてい

ることがわかり ，すべての胞紋が外側から見るよ
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図 15-20 Navicula pusio C1eve. 15殻の全体像 (TEM)スケール =5 pl11. 16殻の外而観スケール =5μ111.17と|土被

殻の外而飢スケール=5 ~l l11. 18般の内而観.スケール=5μ111.19. f:ili板で:. IU J ~;~ された)]包紋の内面倒スケール=0. 5

仰 1. 20.3枚の荷片からなる殻桁スケール =1トllll

りもかなり横長で、ある ことがわかる (1豆112)。こ

の違いは， 師板が取れた個体を見るとより 明らか

で， fl包紋は外に向かつてくび~~'lた構造をしている

ためである (図 13)。被殻には4枚の;ftt片があり，

それぞれの殻帯は開放型で l列の小孔を持ち，開

放部と閉鎖音1)が交互になっている (図 14)。
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最近Mann(血 Roundet aJ. 1990)は， Cox (1979) 

によって定義された狭義のNavicuJa属のもつ縦溝

や胞紋の構造とは異なることで，広義のNavicula

属に含められていた種を，いくつかの新属を設け

て新組合わせを行った。そのひとつに CavinuJa属

があり，本種は新属設立時に組合わせられた6種

のひとつである。彼によれば，本種は Cavinula

pseudoscutiformis (Hustedt) D. G. Mannとなる。し

かし，彼はタイプ種とした Cavinulacocconei-

formisについては電顕観察を行っているが，本種

についての微細構造を調べたわけではなく，光顕

レベルでの情報から判断したにすぎない。今回の

観察から，本種が狭義のNavicula属には含まれな

いことは明らかになったが，Cavinula属の特徴を

完全に備えているかについてはいくつかの疑問が

残る。それは極裂と殻帯の構造の違いである。こ

のふたつの違いを属問あるいは属内の変異と見る

かの判断は今後の課題であり，ここでは結論を保

留する。

Navicula pusio Cleve， Kongl. Sven. Vet.-Akad. 

Hand1.17(2): 9. pl. 2， fig. 3， 1895 (図6-8，15・20)

殻は広皮針形で，瞬状に突出した殻端をもっ。

殻長は 19・24μ，m，殻幅は9・13μmで，変異の幅は

小さい。安藤ら (1971)の報告でも殻長19・20μm，

殻幅 10・13μmとほとんど変わらない。縦溝は

真っ直ぐで，軸域は非常に狭く，中央でもほとん

ど広がらない。条線は全体に放射状で細かく，中

央部付近では長短交互し， 10μmに約20本で，そ

れ以外の部分では約 30本。

電顕観察から，殻は平坦で，浅いが明瞭な殻套

をもっ。条線は非常に細かな一列の胞紋からな

り，殻面から殻套に連続している(図 15・17)。胞

紋の密度は 10μmに35-40個である。胞紋は外側

に丸い小さな開口をもち，内側では縦走肋(間条

線)に挟まれた細い構の中に，ほほ閉じ大きさで

隙聞なく並ぶ横長の楕円形で，それを師板が閉塞

している(図15・19)。この構造は見た目にはかな

りの違いがあるが，上述のN.pseudoscutiformisの

胞紋と同様に，本種の胞紋も外側に向かつてかな

りくびれている。縦講の外中心裂溝は丸い中心孔

で終わり，極裂は殻面で折れ曲がり，殻套には達

しない(図16，17)。両極裂の折れ曲がりは反対向

きとなる。軸肋は外側では平らで，内側で肥厚し

盛り上がり，その中央を内裂溝が走り，殻端近く

で蝿牛舌に終わる。帯片は3枚で，それぞれに2

列の小孔をもっ(図 20)。

電顕観察の結果から，本種が狭義の Navicula

属には含まれないことが明らかになった。さら

に，胞紋構造や極列の曲がり方，そして2列の小

孔を持つ殻帯などの形質は，上記の Cavinula属の

特徴と一致しており，本種をこの属に組み合わせ

るのが適当に思われるが，正式な記述は別の機会

に譲ることにする。
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